


一
〇
〇
年
後
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
な
る
宗
教
建
築
を
目
指
し
て

日
本
を
代
表
し
現
代
ま
で
残
る
多
く
の
寺
院
は
、
当
時
の
人
々
の
叡
智
を
結
集
し
て
建

立
さ
れ
、今
も
色
褪
せ
る
こ
と
の
な
い
輝
き
を
放
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、建
設
を
進
め
て
お

り
ま
す
檀
信
徒
会
館
も
ま
た
、現
代
の
意
匠
、構
造
技
術
、設
備
技
術
な
ど
の
智
慧
を
最

大
限
に
活
用
し
、一
〇
〇
年
後
の
後
世
に
伝
え
る
宗
教
建
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

建
物
の
特
徴

● 

大
地
震
が
起
き
た
場
合
に
、そ
の
揺
れ
を
直
接
建
物
に
伝
え
な
い
技
術
の
導
入（
免
震
構
造
）

● 

一
〇
〇
年
後
も
強
固
に
建
物
を
支
え
る
鉄
骨
技
術
の
導
入

● 

建
物
内
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
に
縮
小
す
る
断
熱
、気
密
性
能

● 

地
中
熱
を
利
用
し
た
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

● 

都
市
内
の
自
然
環
境
の
回
復
を
目
指
す
緑
化
技
術
の
導
入



面
積

計
画
総
面
積 

七
一
二
、
二
八
㎡

建
築
面
積 

二
三
二
、
五
五
㎡

延
床
面
積 

五
六
八
、
七
四
㎡

構
造

鉄
骨
造
、一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

建
築
内
容

一
階 

ロ
ビ
ー
、受
付

二
階 

葬
祭
場
、安
置
室
、ト
イ
レ

三
階 

講
堂（
将
来
、位
牌
堂
兼
納
骨
堂
）

四
階 

位
牌
堂
兼
納
骨
堂

五
階 

法は
っ
と
う堂（
慈
嶽
堂
）

基
本
計
画

東
長
寺

基
本
実
施
設
計

株
式
会
社
小
堀
哲
夫
建
築
設
計
事
務
所

ア
ラ
ッ
プ

キ
ー
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
株
式
会
社

株
式
会
社
ヒ
ュ
マ
ス

設
計
監
理

株
式
会
社
マ
ニ
フ
ィ
ー
ル
ド 

施
工

松
井
建
設
株
式
会
社

竣
工
予
定

平
成
二
十
七
年
四
月
末
日

総
工
費

六
億
一
千
万
円（
消
費
税
別・
仏
具
装
身
具
別
）




